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松島町観光親善大使�

速水けんたろうさん�

426426

平成平成２２２２年年（（20102010））66月月11日日
歴史・文化の継承と創造歴史・文化の継承と創造

No.No.

今月の主な内容
 

■ 環境保全米プロジェクト田植え …………… ③

■ 特集　次世代育成支援行動計画を策定  …… ④

■ 松島ファンクラブ会員募集 ………………… ⑧

■ 町長対談　観光親善大使に速水けんたろうさん  ⑨

負けないぞ～
　５月１５日に開催された松島第一小学校

の運動会。たくさんの家族や応援団の声

援に応えようと児童が精一杯競技に取り

組んでいました。
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▲タンカを使って浅瀬から
移動しました

▲約260キロのハナゴンドウを水族館まで
運びました

　５月１日の早朝に浪打浜公園の砂

浜に乗り上げているイルカの一種

「ハナゴンドウ」が発見されました。

　潮が引き始めていたこともあり、

報告を受けたマリンピア松島水族館

の職員や漁業関係者などが力を合わ

せ浅瀬から脱出させました。通りか

かった住民も心配そうに救出作業を

見守る中、応急治療などを行い、沖

合で放すことを試みましたが、自力

で泳ごうとしなかったため、保護す

ることに切り替えました。

　保護されたハナゴンドウは体長

280センチ、重さ260キログラムも

あるメスの成獣です。通常は群れで

行動し、沿岸より外洋を好むため、

松島湾で見るのは珍しいとのことで

す。

　水族館では保護用の水槽でブドウ

糖などを含んだ液体を点滴し、夜通

しで世話を行い体調を観察しました。

２日の朝に体力が戻ったことを確認

して、漁船で沖合 36キロメートル

まで運び、水族館の職員８人が抱え

上げて海に放しました。

　水族館の関係者は「元気が戻って

ほっとしました。なんとか群れに

戻ってほしい」と話していました。

イルカを救え
▲護岸沿まで乗
り上げたハナ
ゴンドウ

▲旅行業関係者へ松島を P R する訪問団

　村井嘉浩宮城県知事を団長とする

宮城県のロシア訪問団に佐藤久一�

観光協会長と西村副町長などが参加

し、５月１５日より９日間ロシアのニ

ジェゴロド州やモスクワなどを訪れまし

た。

　５月１９日にはロシア連邦スポーツ

観光省幹部と会談し、松島の観光と歴

史を紹介しました。また、同省から両国

の旅行業者や観光行政の関係機関が

観光情勢などを話し合う「日露観光交

流促進協議会」を３年後、松島で開

催したい考えを伝えられました。

　ロシア訪問の詳細につきましては、

広報まつしま７月号でお伝えします。

ロシアで松島をＰＲ
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　松島第一小学校と松島第二小学校

は５月１５日に、松島第五小学校では

５月２３日に運動会が行われました。

　新緑が映える校庭では、徒競走や

リレーなどの種目の他に、騎馬戦や

組体操など各学校で趣向を凝らした

競技が行われ、赤組と白組にわかれ

た児童が元気に駆け回っていました。

また、家族や応援団から選手に大き

な声援が送られ、会場は終始、歓声

や拍手に包まれていました。

笑顔でファイト

　町では、新しい消防ポンプ自動車

を第二分団（高城地区）に配備しま

した。

　新たに配備された消防ポンプ自動

車は、操作性が向上され消防団員に

よる消防活動の負担軽減が図られて

います。また、従来の車両よりも給

水効率が優れ、迅速な消火活動がで

きます。

消防団に新型
消防ポンプ車を配備

　５月 20日に環境保全米の田植え

体験会が幡谷中通地区内の水田で行

われ、米生産者や宿泊事業者など約

50人がササニシキの苗を植えまし

た。

　この事業は、町内産の環境保全米

を町内の旅館・ホテルで提供しよう

という「環境保全米プロジェクト」

の取り組みの一環として、町内の米

生産者や旅館・飲食業者などの交流

を深めるために行われました。

　大橋町長は「日本三景・松島の海

と環境を守るため環境保全型の農業

を進めながら、松島を訪れる観光客

に地元のおいしいお米を味わっても

らいたい」と話していました。

松島の環境保全米
プロジェクト始動

▲新たに配備された消防ポンプ車

▲「ヨーイ」の合図に気合が
みなぎる児童（二小リレー）

�ばっちり決った 4・5・6年生の組体操
　（五小組体操）

▲見事なスタートの一年生
（一小徒競走）

▲女性陣も田植え機械の操作
にチャレンジしました

▲田植え機械による田植えを
体験しました
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さ
せ
、「
子
ど
も
の
社
会
性
の
向

上
、
自
立
促
進
」
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
、
ま
た
、
親
が
子
育
て
を

主
体
的
に
行
っ
て
い 
く
こ
と
を

前
提
に
し
な
が
ら
も
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
町
全
体
で

責
任
を
持
っ
て
進
め
、
子
育
て
家

庭
を
地
域
ぐ
る
み
で
温
か
く
見
守

り
、
必
要
な
と
き
は
十
分
な
手
助

け
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
く

も
の
で
す
。

　

子
育
て
支
援
策
を
総
合
的
に
進

め
る
た
め
、
国
・
県
・
町
・
親
・

企
業
・
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
を
行
う

こ
と
が
松
島
町
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
の
目
的
で
す
。

前
期
計
画
の
内
容

　

前
期
計
画
で
は
、
計
画
内
容
が

幼
児
期
の
育
児
支
援
（
保
育
）
施

策
の
充
実
に
重
点
が
置
か
れ
、
保

育
所
や
留
守
家
庭
児
童
学
級
（
学

童
保
育
）
に
お
け
る
待
機
児
童
ゼ

ロ
の
継
続
や
子
育
て
支
援
事
業
の

拠
点
と
な
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

後
期
計
画
の
特
徴

　

後
期
計
画
で
は
子
育
て
支
援
の

充
実
に
加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
自
分
ら
し
く
輝
き
、
明

る
く
健
全
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

そ
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
、
発

達
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を
充
実

松島町の子どもたちを取り巻く状況

■年少人口の推移（0～ 14 歳）

　H17：1,836 人 → H22：1,519 人

■総人口・世帯員数

　H17：16,542 人 → H21：15,694 人

　H17：5,517 世帯 → H21：5,494 世帯

　H17：3,00 人 / 世帯 → H21：2.86 人 / 世

帯

■出生数

　H17：79 人 → H21：76 人

■就学援助を受けている児童数（小学校）　

　H17：50 人 → H21：63 人（準要保護）

　H17：5人 → H21：8人（生活保護）

■保育所の入所児童数

　H17：203 人 → H21：187 人

■町立幼稚園の入園児

　H17：140 人 → H21：129 人

■留守家庭児童学級（学童保育）利用状況

　H17：59 人 → H21：68 人
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子
ど
も
た
ち
の　

未
来
の
た
め
に

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）
を
策
定

　

平
成
十
五
年
に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が
制
定
さ
れ
、
全
国
の
自
治
体
で
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
で
も
平
成
十
七
年
に
前
期
計
画
を
策
定
し
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
各
種
の
子
育
て
支
援
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
の
四
月
か
ら
後
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

 松島町次世代育成支援行動計画とは
　松島町次世代育成支援行動計画は、「次世代育成支援対策推進法」に基づき、国、地方

公共団体、事業主、地域社会が今後進めていく子育て支援の方向性や目標を定めるもので、

地方公共団体と特定事業主に策定が義務付けられています。

　「地域における子育て支援」「母性並びに幼児の健康確保」「良好な住環境の確保」「職業

生活と家庭生活の両立推進」に関して、５年を１期とした計画を策定し、平成１７年度か

ら平成２１年度までを前期計画、平成２２年度から平成２６年度までを後期計画として位置

付けたものです。

特 集
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か 
ら 
お 
知 
ら 
せ

ひ
と
り
ひ
と
り
の
親
子
を
大
切
に

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援

・
地
域
に
お
け
る
様
々
な
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
地
域
に
お
け
る
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進

■
母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健
康
の

　

確
保
及
び
増
進

・
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
確
保

・
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

・
食
育
の
推
進

・
小
児
医
療
の
充
実

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

■
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
と
学

　

び
を
応
援
す
る
教
育
環
境
の
整

　

備
・
次
代
の
親
の
育
成
を
推
進

・
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
の
充
実

・
学
習
環
境
の
整
備

・
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
教
育
力

の
向
上

・
子
ど
も
を
と
り
ま
く
有
害
環
境

対
策
の
推
進

■ 
仕
事
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

推
進

・
男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し

・
育
児
中
の
親
の
再
就
職
支
援

■
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境

　

の
整
備

・
良
好
な
住
環
境
の
確
保

・
安
全
な
道
路
環
境
の
整
備

・
公
共
施
設
の
「
子
育
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
の
推
進

■
子
ど
も
の
安
全
確
保

・
交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
犯
罪
や
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を

守
る
対
策
の
推
進

■
要
保
護
児
童
対
策
の
推
進

・
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

・
母
子
・
父
子
家
庭
へ
の
支
援
の

充
実

・
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援

※
各
事
業
に
つ
い
て
は
来
月
号
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

計
画
の
策
定
体
制

　

こ
の
計
画
は
、
役
場
内
の
「
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
庁
内
作

業
部
会
」
と
学
識
経
験
者
や
子
育

て
中
の
町
民
な
ど
で
構
成
す
る

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策

定
委
員
会
」
の
意
見
、
議
論
、
検

討
、
提
案
な
ど
を
も
と
に
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
子
育
て

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

�
３
５
４－

６
８
８
８

遊
び
の
広
場
の
開
放
時
間
を
午
後

三
時
ま
で
延
長
し
ま
し
た

●
の
び
の
び
広
場  
毎
週（
月
・
木
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

●
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ　

毎
週
（
火
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

●
べ
び
ー
サ
ロ
ン　

第
三
火
曜
日

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
ま
で

「
写
真
入
り
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

今
年
度
か
ら
三
カ
月
か
ら
四
カ
月

児
健
診
時
に
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
が

入
っ
た
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▲児童書が充実している勤労青少年ホー
ム図書室。児童館としての活用を計画

基本施策

ひとりひとりの親子を大切に支えるまちづくり

　ひとりひとりの家庭環境に配慮した、こころの通い合う子育て支援体制をつくります。

子どもがすこやかに育つことができるまちづくり

　未来を担う子どもたちが、心身ともに健康でたくましく育ち、自立していくことができる環境をつくり、子

どもたちの健やかな育ちを応援します。

基本目標

『育もう！すこやかな笑顔あふれる松島の子』

H26 目標達成状況H21 目標H16 時点事業名

185 人
希望者全員
受　入

269 人
待機児童ゼロ

226 人211 人通所保育事業（定員）

1カ所19時30分
まで

1カ所 19時まで１カ所２カ所設置箇所
特 別 延 長
保 育 事 業 定員を設けず希

望者全員に対応
定員を設けず希
望者全員に対応

35人10 人定　 員

保育所 1カ所で
実施

0カ所1カ所0カ所設置箇所

一時保育事業
10人程度で
想定

0人5人0人定 員 数

２カ所２カ所３カ所２カ所設置箇所

放課後児童健全
育 成 事 業 100 人希望者全

員 19時まで

80 人 （100  人 迄
可） 希望者全員
対応 18時まで

80 人33 人定 員 数

センター型
または児童館型
1カ所

１カ所年間
利用者数
7,857 人

１カ所

１カ所
年間
利用者数
6,673 人

設置箇所
地域子育て支援
センター事業

目標達成状況と後期計画の目標
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戸
籍
を
電
算
化
し
ま
す
③

い
よ
い
よ
七
月
五
日
か
ら
戸
籍
の
電
算
化
が
始
ま

り
ま
す
。
今
回
は
、
戸
籍
に
使
用
す
る
文
字
を
中

心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

通
知
書
を 

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
戸
籍
の
文
字
は
常
用
漢
字
や

人
名
用
漢
字
、
辞
書
に
載
っ
て
い

る
文
字
で
記
載
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
手
書
き
の

た
め
「
氏
」
や
「
名
」
が
書
き
癖

や
略
字
な
ど
で
そ
の
ま
ま
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
字
は
、
電
算
化
に
伴
い

辞
書
に
載
っ
て
い
る
文
字
に
直
し

て
記
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
例
参
照
）
該
当
す
る
方
に
は
、

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
籍
謄
抄
本
の 

請
求
に
つ
い
て

　

請
求
方
法
や
手
数
料
は
変
わ
り

ま
せ
ん
の
で
、
証
明
書
の
交
付
請

求
の
際
は
、
印
鑑
と
本
人
が
確
認

で
き
る
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書
（
免
許
証
や
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
顔
写
真
付

き
証
明
書
の
な
い
方
は
、
健
康
保

険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
二
種
類
以

上
を
持
参
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
縦
書
き
の
戸
籍

は
「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と
し
て

残
り
ま
す
の
で
、
相
続
な
ど
で
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民

サ
ー
ビ
ス
班

　

�
３
５
４－

５
７
０
５

例

…契約を解除したいと思ったとき…　

　契約はいったん成立すると一方の都合で止めることはできません。しかし、訪問販売や電話などで突然勧誘され、消費者が冷

静に考える余裕もないまましてしまった商品やサービスの契約を一定期間内であれば無条件で解除できる制度が「クーリング・

オフ」です。

事例①　「布団の無料点検です」と訪問された業者に「湿気でカビが生えていますよ」と言われ、その場で「当社の布団は防カビ

効果で安心です。今なら１０万円にします。いかがですか」と勧められ買ってしまった。後でよく考えてみると不要であ

る。契約を解除したい。

事例②　３日前、街を歩いている途中絵画展に誘われた。「目の保養」などと見ていたら「手元に置いたらいいですよ。クレジッ

トにすれば月々の支払いも少しですよ」と無理やり勧められて買わされた。よく考えてみたらクレジットも負担に思え

るので契約を解除したい。

クーリング・オフの方法
▲契約書を受け取った日を含め８日以内（マルチ商法等は２０日間）。はがきを出した時点で効果が発揮

されます。

▲はがきで通知する。はがきの両面をコピーして保存し「配達記録郵便」か「簡易書留」で契約解除

通知として出す。

▲クレジット契約をしている場合はクレジット会社にも同じように出す。

▲違約金などを請求されることはなく、既に払ったお金があれば返金される。商品を送り返す費用は

事業者が負担する。

▲事業者が「クーリング・オフができない」などと妨害した時は期間が過ぎていても、クーリング・

オフができる。

▲リフォーム工事が終わってしまっていても業者に工事前の状態に戻してもらえる。

◎お店で買い物をしたり、インターネットや通信販売で買い物をしたりしたときにはクーリング・オフはできません。

ただし、通信販売で広告に返品の可否や条件が表示されていない場合は商品が届いてから８日間は契約の解除が可能です。（返

品の送料は消費者が負担）

◎３,０００円未満の現金払いの場合はクーリング・オフができません。

　クーリング・オフができないケースもありますが、別な取り消し方法があることもあります。

＜多重債務＞－借金問題は必ず解決できます－

  消費生活相談

　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分 (毎月第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます )

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　　�３５４－５７０８　

＜クーリング・オフ＞

眞　

↑

邊　

↑

邉　

↑

訂　正
※先月号の広報で

「戸籍抄本」が「一

部事項証明書」にな

ると掲載しました

が、正しくは「個人

事項証明書」です。

　
　

契
約
解
除
通
知　
　
　
　
　
　

私
は
、
貴
社
と
次
の
契
約
を
し
ま
し
た
が
解
除
し
ま
す
。

契
約
年
月
日

販
売
会
社
名
・
担
当
者
名

商
品
名

契
約
金
額

す
で
に
払
っ
た
代
金
○
○
円
を
す
ぐ
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

商
品
は
早
く
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

年　
　

月　
　

日

　
　
　
　
　
　

住　
　

所

　
　
　
　
　
　

氏　
　

名
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福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
歯
周
病
」
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

☆
歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
る
周

り
の
組
織
に
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
る
組
織

（
歯
肉
、
歯
根
膜
、
セ
メ
ン
ト
質
、

歯
槽
骨
な
ど
）
に
細
菌
が
感
染
し
、

炎
症
と
破
壊
が
進
行
す
る
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。
二
十
五
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
年
齢
層
に
お
い
て
、

約
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
十

一
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
い
割
合
で
歯

周
病
（
歯
石
沈
着
を
含
む
）
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

☆
歯
周
病
は
歯
を
失
う
ば
か
り

で
は
な
く
全
身
の
健
康
に
も
影

響
が
！

　

歯
周
病
は
歯
を
失
う
ば
か
り
で

な
く
、
歯
周
病
の
原
因
菌
が
肺

炎
・
心
内
膜
炎
・
動
脈
疾
患
・
早

産
な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
た

り
、
ま
た
糖
尿
病
の
患
者
に
は
重

度
の
歯
周
病
患
者
が
多
く
、
糖
尿

病
が
悪
化
す
る
と
歯
周
病
が
悪
化

す
る
と
い
う
関
係
が
見
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
先　

健
康
づ
く
り
担
当

　

�
3
5
5－

0
6
6
6

　

今
年
度
か
ら
三
カ
月
か
ら
四
カ

月
児
健
診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」

の
時
に
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
撮
り
、

心
を
込
め
て
一
人
ひ
と
り
に
顔
写

真
入
り
の
「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
」
を

作
り
ま
す
。
町
で
は
赤
ち
ゃ
ん
が

こ
の
絵
本
と
の
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
、
す
く
す
く
と
絵
本
好
き
な

子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�
3
5
4－

6
8
8
8

�
心
を
込
め
て
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
入
り

　

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
写
真
入
り
赤
ち
ゃ
ん

絵
本
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　町では、地方自治の本旨にのっとり、住民の知る権利を尊重し、

平成１４年度から情報公開条例を施行し、町の保有する情報の公開

を実施しています。                   

　平成２１年度の開示請求に対する実施結果は次のとおりです。

情報開示請求結果のお知らせ情報開示請求結果のお知らせ

不 服 申 立

処 理 件 数

不 開 示

 決定件数

部 分 開 示

 決定件数

全 部 開 示

決 定 件 数

公文書開示

請 求 件 数

処理内容　

　請求先

０件０件０件２件２件総務課総務管理班

０件０件０件１件１件総務課環境防災班

０件０件１件１件２件企画調整課企画調整班

０件０件０件１件１件企画調整課まちづくり支援班

０件０件１件１件２件財務課税務班

０件１件０件１件２件町民福祉課健康長寿班

平成２１年度の情報公開開示請求内容

松島町情報公開条例についてのお問い合わせは、総務課総務管理班まで。　� 354-5701

歯
周
疾
患
検
診

十
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
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2 位

　

町
で
は
、
歌
手
の
速
水
け
ん
た

ろ
う
さ
ん
を
松
島
町
の
観
光
親
善

大
使
に
任
命
し
、
五
月
十
六
日
に

大
使
任
命
式
を
中
央
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
橋
町
長
か
ら
任
命
証
と
観
光

親
善
大
使
の
法
被
が
手
渡
さ
れ

「
速
水
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な
イ

メ
ー
ジ
は
松
島
に
ふ
さ
わ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
速
水

さ
ん
に
町
の
一
員
と
な
っ
て
松
島

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

速
水
さ
ん
は
「
自
分
は
歌
手
な

の
で
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
で

全
国
を
回
る
際
に
、
松
島
の
良
さ

を
歌
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

任
命
式
終
了
後
に
は
、
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
会
も
開
催
し
、

「
だ
ん
ご
三
兄
弟
」
を
は
じ
め
、

N
H
K
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
」
な
ど
で
歌
っ
た
曲
を
披
露

し
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
歌
や
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

速
水
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
を�

松
島
町
観
光
親
善
大
使
に
任
命�

▲観光親善大使の法被を着る速水さん

▲交流会では子どもたちと歌ったり踊ったりして
楽しみました

　

松
島
を
舞
台
に
し
た
曲
、
水
森

か
お
り
さ
ん
の
「
松
島
紀
行
」
が

四
月
十
九
日
付
け
オ
リ
コ
ン

チ
ャ
ー
ト
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
二
位

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト
二
位
は
、

水
森
さ
ん
の
オ
リ
コ
ン
記
録
で
自

己
ベ
ス
ト
を
記
録
、
演
歌
チ
ャ
ー

ト
で
は
堂
々
の
第
一
位
と
な
り
ま

し
た
。 

「
松
島
紀
行
」
は
恋
に
破

れ
た
女
性
が
松
島
を
一
人
旅
す
る

歌
で
、
水
森
さ
ん
が
し
っ
と
り
と

歌
い
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
�
松
島
観
光
協
会
で

の
み
「
松
島
紀
行
」
の
Ｃ
Ｄ
を
販

売
し
て
お
り
、
千
二
百
円
で
好
評

発
売
中
で
す
。

▲水森かおりさん

　松島町に興味をお持ちの方や松島町出身・宮城県出身で故郷が懐かしい方などへ、松島町の旬な情報をお伝えします。

もちろん、松島を愛する町民の皆さんも大歓迎です。ぜひ、松島ファンクラブにご入会ください。

入会資格　　◆松島が好きな方ならどなたでも入会できます。

会員特典　　◆観瀾亭・福浦橋への無料入場

　　　　　　◆最新情報の話題や特典が満載　ファンクラブ通信の送付 ( 年３回）

　　　　　　◆旬な物産品を紹介する物産パンフレットの送付（年２回）

　　　　　　◆ファンクラブの集いへの参加

　　　　　　◆協賛店のお得な会員サービス

会　　費　　◆年会費　1,000 円

入会方法　　◆入会申込書に記入の上、メール、ＦＡＸ、郵送のいずれかの方法で下記事務局宛お申込ください。

　　　　　　　入会申込書は産業観光課で配布しています。

　　　　　　　ホームページからもご利用になれます。　http://www.town.matsushima.miyagi .jp

　　　　　　◆申込書が到着後、振替用紙を送付しますので、申し込みされた日の翌月末日までお支払いください。

　　　　　　◆会費の納入確認後、会員登録の手続きを行い、会員証を送付します。

入会申込締切　平成２２年８月末日

申込み・問合先

　〒９８１－０２１５　松島町高城字町１０番地　　産業観光課内「松島ファンクラブ」事務局

　　　　　　　　　� 354 － 5708（平日午前８時 30分～午後５時）・ＦＡＸ 353 － 2041
　　　　　　　　　E-mail : kankou@town.matsushima.miyagi .jp

松島ファンクラブ会員募集松島ファンクラブ会員募集

水
森
か
お
り
さ
ん
「
松
島
紀
行
」

水
森
か
お
り
さ
ん
「
松
島
紀
行
」

オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト

！

オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト 　
　

！
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町長対談

①

　「広報まつしま」では新たに「町

長対談コーナー」を設け、町内外で

活躍する松島ゆかりの方からお話を

伺いシリーズで紹介します。

　１回目は、初代松島町観光親善大

使に就任していただきました速水け

んたろうさんにお話を伺いました。

▲大橋町長

▲速水さん

大
橋
町
長

　

松
島
町
観
光
親
善
大
使
に
就
任

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
松
島
の
印
象
は
い
か

が
で
す
か
。

速
水
さ
ん

　

全
国
を
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー

ト
で
回
っ
て
い
て
、
昨
年
始
め
て

松
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

松
島
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
こ

こ
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
や
さ
し
さ

に
ふ
れ
、
松
島
の
こ
と
が
と
て
も

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

大
橋
町
長

　

速
水
さ
ん
は
広
島
県
福
山
市
出

身
で
す
よ
ね
。
広
島
県
に
は
日
本

三
景
の 
厳  
島 
も
あ
り
ま
す
が
。

い
つ
く 
し
ま

速
水
さ
ん

　

そ
う
で
す
ね
、
広
島
県
に
は
厳

島
神
社
が
あ
る
の
で
幼
い
頃
か
ら

日
本
三
景
と
い
う
言
葉
に
は
親
し

み
が
あ
り
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
な

ど
内
海
の
美
し
さ
や
カ
キ
の
産
地

と
し
て
共
通
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

の
も
松
島
を
好
き
に
な
っ
た
理
由

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
？

い
や
そ
れ
以
上
の
思
い
を
感
じ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

旅
番
組
の
取
材
で
訪
れ
た
い
場

所
を
聞
か
れ
た
際
は
、
す
ぐ
に

「
松
島
」
と
答
え
ま
し
た
。
実
際

に
取
材
で
も
訪
れ
て
全
国
放
送
で

松
島
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大
橋
町
長

　

速
水
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
か
あ

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
で
歌
の
お
兄

さ
ん
と
し
て
た
く
さ
ん
の
童
謡
を

歌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
松
島
町
が

童
謡
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
の
作
詞

者
青
木 
存  
義 
さ
ん
の
出
身
地
で
あ

な
が 

よ
し

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

速
水
さ
ん

　

も
ち
ろ
ん
。
昨
年
、
松
島
で
開

催
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
青
木

存
義
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
で
歌
っ
て

み
た
い
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け

で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
際

に
幡
谷
地
区
の
第
五
小
学
校
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
児
童
が

「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
を
三
番

ま
で
自
然
に
歌
っ
て
い
る
こ
と
に

感
激
し
ま
し
た
。

大
橋
町
長

　

松
島
町
は
観
光
地
と
し
て
有
名

な
松
島
海
岸
地
区
以
外
に
も
た
く

さ
ん
の
魅
力
を
も
っ
た
町
で
す
。

　

町
で
は
松
島
を
好
き
な
方
を
対

象
に
松
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員

募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

速
水
さ
ん

　

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ

ん
松
島
海
岸
の
魅
力
は
皆
さ
ん
ご

存
じ
の
と
お
り
歴
史
・
文
化
・
景

観
に
代
表
さ
れ
ま
す
が
、
根
廻
地

区
の
里
山
風
景
や
地
産
地
消
の
取

組
み
、
幡
谷
地
区
の
品
井
沼
干
拓

や
桜
並
木
、
手
樽
の
菜
の
花
な
ど

多
く
の
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
ね
。

「
人
」
や
「
食
」
な
ど
を
通
し
て

松
島
町
全
体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
る

よ
う
に
松
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
も
交
流
を
深
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
橋
町
長

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
観
光
地
と
し

て
の
松
島
町
は
も
ち
ろ
ん
、
瑞
巌
寺

を
は
じ
め
と
す
る
伊
達
文
化
、
美

味
し
い
食
材
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
全
国
の
皆
さ
ま
に
松
島
の
す
ば

ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
。

▲どんぐりころころの碑と速水さん

速
水
さ
ん

　

わ
か
り
ま
し
た
。
松
島
の
魅
力

を
自
分
な
り
の
表
現
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光

親
善
大
使
と
し
て
一
生
懸
命
松
島

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　速水けんたろうさん
プロフィール　

1962 年１月２日生まれ

身長　177 センチ

ＮＨＫ「おかあさんといっしょ」の

８代目うたのおにいさんとして６

年間活躍。ミリオンセラー「だんご

３兄弟」で紅白歌合戦に出場。

現在、ファミリーコンサートや

ミュージカルなどで全国で活躍

中。

募　  集
　速水けんたろうさんが出演するミュージカル「アトム」の初日

公演が６月１９日午後２時より新宿文化センターで開催されます。

　このミュージカル観覧参加者（日帰り）を募集します。

●費用　15,000 円（ミュージカル入場券、往復バス代含む）

●日時　６月１９日 （土）　午前６時中央公民館発

　　　　　　　　　　　   同日夜１２時中央公民館着

●募集定員　３０人　 ●申込期限　６月７日 （日）

●申込み・問合先　産業観光課　� 354 － 5708

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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松
島
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
酒
「
い
や
す
こ
」
づ

く
り
に
取
り
組
む
松
島
酒
造
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
皆
さ
ん
約
三
十
人
が
、
五
月
十
三
日
に

磯
崎
の
水
田
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

普
段
は
町
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
働
く
参

加
者
も
、
今
年
で
四
年
目
の
取
り
組
み
と
な

り
だ
い
ぶ
慣
れ
た
手
つ
き
で
次
々
と
「
ひ
と

め
ぼ
れ
」
の
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

 　

「
い
や
す
こ
」
は
町
内
の
八
軒
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
や
地
元
酒
店
、
農
家
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
た
米
で
仕

込
ん
だ
松
島
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
純
米
酒
で
す
。

秋
に
は
稲
刈
り
を
行
い
、
年
明
け
に
各
旅
館

で
新
酒
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

美
味
し
い
お
酒
にな

っ
て

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
ザ
ス
で
は
、
五
月
十
五

日
と
五
月
二
十
二
日
に
「
松
島
・
ね
ま
わ
り
・

竹
取
物
語
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
根
廻
の
山
林
に
は
仙
台
市
な
ど
か

ら
約
八
十
人
の
親
子
が
訪
れ
、
孟
宗
竹
の
竹

林
で
竹
の
子
掘
り
を
体
験
し
た
ほ
か
、
竹
炭

で
焼
い
た
竹
の
子
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
は
ご
飯
や
天
ぷ
ら
な
ど
竹
の
子

の
料
理
を
竹
の
食
器
と
箸
で
味
わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
竹
づ
く
し
の
一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
山
漁
村
地
域
で
自
然
、

文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
環
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲根廻で竹づくしの一日を体験しました

▲良い米ができるように心を込めて植えました

　

四
月
二
十
六
日
に
北
海
道
洞
爺
湖
町
の
虻

田
中
学
校
三
年
生
が
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た

当
町
で
洞
爺
湖
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
島
海
岸
中
央
桟
橋
付
近
で
代
表
生
徒
六

人
が
自
然
や
食
、
温
泉
な
ど
洞
爺
湖
町
の
魅

力
を
元
気
に
紹
介
し
、
通
り
か
か
っ
た
観
光

客
も
足
を
止
め
て
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
洞
爺
湖
温
泉
の
誕
生

百
年
と
有
珠
山
噴
火
復
興
十
年
を
記
念
し
て

生
徒
が
企
画
し
た
も
の
で
、
生
徒
全
員
が
観

光
大
使
と
な
っ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
自
分
の

名
前
が
入
っ
た
名
刺
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
三
日
に
瑞
巌
寺
境
内
の
鰻
塚
で
八

十
八
回
目
と
な
る
ウ
ナ
ギ
の
供
養
祭
が
行
わ

れ
、
町
内
外
の
ウ
ナ
ギ
料
理
店
、
ウ
ナ
ギ
問

屋
な
ど
約
四
十
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

松
島
湾
は
天
然
ウ
ナ
ギ
の
産
地
で
昭
和
四

十
年
頃
ま
で
は
全
国
に
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
き
は
松
島
の
名
物
で
し

た
が
、 

殺  
生 
を
禁
じ
る
瑞
巌
寺
門
前
の
食
堂

せ
っ 
し
ょ
う

や
販
売
業
者
な
ど
が
大
正
十
二
年
に
供
養
祭

を
始
め
、
そ
れ
を
記
念
す
る
石
碑
が
鰻
塚
と

し
て
総
門
を
く
ぐ
っ
た
右
脇
に
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

供
養
祭
の
後
に
は
、
関
係
者
が
松
島
海
岸

中
央
桟
橋
か
ら
、
ウ
ナ
ギ
の
成
魚
二
十
五
匹

を
松
島
湾
に
放
流
し
ま
し
た
。

北
海
道
の
中
学
生
が

洞
爺
湖
温
泉
を
Ｐ
Ｒ

▲写真などを使って元気に洞爺湖温泉の魅力を PRしました

▲鰻に感謝を込めて供養しました

 
鰻 
塚
の
供
養
祭
を
開
催

う
な
ぎ

根
廻
で
竹
の
子

づ
く
し
を
体
験
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仙
台
農
業
協
同
組
合
松
島
支
店
（
阿
部
公

雄
支
店
長
）
で
は
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
町

内
の
保
育
所
で
「
お
米
が
で
き
る
ま
で
」
を

テ
ー
マ
に
食
農
教
育
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
は
「
お
米
の
あ
か
ち
ゃ
ん
を
見
て

み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
イ
ズ
形
式
で
稲

刈
り
ま
で
の
流
れ
や
正
し
い
配
膳
の
仕
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
園
児
は
種
籾
を
実
際
に

手
に
し
て
観
察
し
、
土
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
に

植
え
る
作
業
も
体
験
し
ま
し
た
。
最
後
に
み

ん
な
で
「
元
気
に
育
て
、
大
き
く
な
れ
」
と

お
ま
じ
な
い
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
は
一
年
を
通
し
て
バ
ケ
ツ
稲
で
お
米

が
で
き
る
様
子
を
観
察
し
、
収
穫
し
た
お
米

を
お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ
る
予
定
で
す
。

▲お米の赤ちゃんを手にとって見る園児

▲救命胴衣の着用を呼びかける LG L の皆さん

　

四
月
二
十
九
日
に
宮
城
県
海
上
保
安
部
と

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
ラ
イ
フ
ガ
ー

ド
レ
デ
ィ
ー
ス
（
Ｌ
Ｇ
Ｌ
）
が
合
同
で
、
松

島
湾
内
の
漁
業
者
へ
救
命
胴
衣
着
用
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

海
上
保
安
部
の
職
員
と
Ｌ
Ｇ
Ｌ
の
三
人
は

塩
釜
港
で
行
わ
れ
た
出
動
式
の
後
、
小
型
船

に
乗
り
込
ん
で
松
島
湾
内
を
巡
回
し
、
作
業

中
の
漁
業
者
な
ど
に
救
命
胴
衣
の
着
用
を
促

し
、
チ
ラ
シ
や
携
帯
電
話
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｌ
は
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
雄
勝
町

東
部
支
所
（
石
巻
市
）
か
ら
全
国
に
広
が
っ

た
活
動
で
、
県
内
で
約
二
百
五
十
人
が
登
録

し
て
い
ま
す
。
宮
城
県
海
上
保
安
部
で
は

「
今
後
も
Ｌ
Ｇ
Ｌ
と
連
携
し
効
果
的
な
呼
び

か
け
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

w
橋
幸
喜
さ
ん
に

瑞
宝
双
光
章

　

平
成
二
十
二
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

a
橋
幸
喜
さ
ん
（
上
竹
谷
）
が
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　

a
橋
さ
ん
は
消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
平
成
十
三
年
か

ら
は
松
島
町
消
防
団
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
歌
野
正
一
さ
ん（
前
第
一
小
学
校
校
長
）よ
り

　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
金
百
万
円

◆
藤
村
春
夫
さ
ん
（
松
島
）
よ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
一
式

　

米
寿
お
め
で
と
う

（
五
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
松
田
き
よ
じ
さ
ん
（
松
島
）

◆
若
菱
い
な
さ
ん
（
松
島
）

◆
身
崎
米
子
さ
ん
（
松
島
）

◆
鹿
野
み
ね
子
さ
ん
（
松
島
）

◆
櫻
井
ハ
ツ
さ
ん
（
松
島
）

◆
島
田
や
す
子
さ
ん
（
高
城
）

◆
縄
イ
サ
さ
ん
（
本
郷
）

◆
伊
藤
や
よ
子
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
土
井
あ
い
u
さ
ん
（
手
樽
）

◆
野
本
己
津
子
さ
ん
（
手
樽
）

◆
阿
部
壽
さ
ん
（
初
原
）

元
気
に
育
て大

き
く
な
れ

救
命
胴
衣
の
着
用
を

呼
び
か
け

街角スナップ街角スナップ

日本三景松島を美しく
　（株）損保ジャパン仙台支店と損保ジャパン代

理店自動車整備工場会員、さらに今年から参加

の損保ジャパンのプロ代理店の皆さんで組織さ

れたボランティア団体「ぼうし会」に、松島海

岸周辺の清掃活動を行ってもらいました。

　今回で１２回目となった清掃活動には、会員や

家族約１２０人が参加。全国から観光客が集まる

ゴールデンウィークを前にした４月２４日に、国

道４５号沿いの歩道などを歩き、たばこの吸い殻

や空き缶など昨年を上回る量のゴミが集まりま

した。

▲q 橋さん
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生
涯
学
習

学
ぼ
う

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

生
涯
学
習

LLEETT''SS

松
島
博
物
館
探
訪

　

今
年
も
分
館
対
抗
の
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

自
由
参
加
が
で
き
る
種
目
も
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

六
月
六
日 （
日
）

　

開
会
式　

午
前
八
時
三
十
分
〜

●
会
場　

松
島
運
動
公
園

運
動
公
園
よ
り
お
知
ら
せ

　

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
に
伴
い
、
六
月
六
日
の
午

前
中
は
運
動
公
園
内
駐
車
場
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

▲昨年のスポーツ大会の様子（フライングディスク）

▲焼き上がった手作りピザ（イメージ）

　

中
央
公
民
館
と
い
ち
ょ
う
の
会

と
の
共
催
で「
ピ
ザ
手
作
り
教
室
」

が
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

六
月
十
二
日 （
土
）

　

午
前
九
時
〜

●
場
所　

松
島
町
東
部
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー　

二
階　

調
理
室

●
定
員　

十
五
人
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

●
受
講
料　

五
百
円
（
当
日
会
場

に
て
徴
収
し
ま
す
）

●
持
物　

エ
プ
ロ
ン

●
申
込
み
・
問
合
先  
中
央
公
民
館

　

�
３
５
３－

３
０
３
0

　

加
盟
三
十
団
体
が
参
加
し
て
、

恒
例
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

六
月
二
十
七
日 （
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

（
予
定
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】
民
謡
・
歌

謡
・
舞
踊
・
尺
八
・
三
味
線
等

【
展
示
部
門
】
絵
画
・
書
道
・

彫
刻
・
写
真
等

●
主
催　

松
島
町
芸
術
文
化
協
会

●
後
援　

松
島
町
教
育
委
員
会

●
問
合
先　

松
島
町
芸
術
文
化
協

会　

会
長　

赤
間
洵

　

�
３
５
４－

３
８
６
８

  
品
井
沼
干
拓
資
料
館
に
つ
い
て

　

元
禄
潜
穴
・
明
治
潜
穴
に
関
す

る
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
館
の
見
学
に
は
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　

�
３
５
４－

５
７
１
４

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

芸
術
文
化
協
会
発
表
会

の
お
知
ら
せ

第十四巻

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

松
島
町
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

事
業
参
加
者
募
集

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
五
十
回
町
民
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
お
知
ら
せ

「
御
仮
屋
復
元
図
」

 　

観
瀾
亭
の
建
て
ら
れ
て
い

る
地
は
月
見
崎
と
呼
ば
れ
、

仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
が
御
仮

屋
（
休
憩
所
）
を
設
け
ま
し

た
が
、
正
保
二
年
（
一
六
○

五
）
の
火
事
で
焼
失
し
ま
し

た
。
現
存
す
る
観
瀾
亭
は
、

政
宗
が
文
禄
年
間
（
一
五
九

二
〜
九
五
）
に
豊
臣
秀
吉
か

ら
伏
見
城
内
の
建
物
を
拝
領

し
、
江
戸
に
移
築
し
て
い
た

も
の
を
、
二
代
藩
主
忠
宗
が

松
島
に
移
築
し
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

御
仮
屋
は
、
藩
主
・
姫
君
・

側
室
・
幕
府
の
巡
検
使
等
の

宿
泊
休
憩
に
使
用
さ
れ
、
そ

の
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

復
元
図
は
御
仮
屋
が
も
っ

と
も
整
備
さ
れ
た
十
八
世
紀

末
の
図
面
を
も
と
に
作
成
し

た
も
の
で
、
江
戸
時
代
ま
で

に
数
多
く
の
建
物
が
付
随
し

て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

当
時
は
御
成
御
門
、
車
御

門
、
中
御
門
、
御
裏
御
門
、
堀

地
御
門
、
見
入
御
門
な
ど
の

門
が
あ
っ
た
こ
と
や
御
座
之

間
棟
、
広
間
棟
、
台
所
棟
、
御

郡
司
部
屋
、
御
貸
長
屋
、
御

村
賄
所
、
馬
屋
な
ど
も
見
ら

れ
現
在
の
観
瀾
亭
敷
地
内
に

多
く
の
建
物
が
存
在
し
て
い

た
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
の
観
瀾
亭
や
敷
地
内

の
様
子
と
見
比
べ
る
と
面
白

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

復
元
図
は
観
瀾
亭
表
門
の

右
側
に
あ
る
案
内
板
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
御
仮
屋
の
復
元
図
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本の宝物�

　接待後は、帰社しては部下に
説教をたれていた山中。周りか
らは「酔眼 ･粘土課長」と呼ば
れるとは知らずに。
　部下の一人にいつも通り説教
した翌日、社長から激しい叱責
を買うことになり、その理由に
愕然とする。
　孔子の「論語」を挙げて、世
のサラリーマンの悲哀をリアル
とユーモアをもっておくる短編
小説。

《 今月の新刊 》

「ゲゲゲの女房」 

 武良　布枝　著

「太陽のパスタ、豆のスープ」 

 宮下　奈緒　著

「製鉄天使」 　桜庭　一樹　著

「ステップ」　　重松　　清　著

「1Q84 book3」 村上　春樹　著

●話題の本●

「四十にして惑わず」
江上　剛　著

　

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳

女
子
４
０
０
�
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
田
中
雅

美
さ
ん
（
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
と
し
て
も
活
躍

中
）
が
美
遊
に
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
小
学
生
水
泳
教
室
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
小
学

生
に
と
っ
て
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
と

ふ
れ
合
え
る
ま
た
と
な
い
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
主　

催　

N
H
K
仙
台
放
送

局
・
松
島
町
・
松
島
町
教
育
委

員
会

●
日　

時　

七
月
十
日 （
土
）

　

開
会  
午
後
一
時

　

第
一
部　

午
後
一
時
二
十
分
〜

午
後
二
時
二
十
分
（
下
級
生
優

先
）

　

第
二
部  
午
後
二
時
三
十
分
〜

午
後
三
時
三
十
分
（
上
級
生
優

先
）

●
会　

場　

温
水
プ
ー
ル「
美
遊
」

●
対　

象    
町
内
の
小
学
生

●
条　

件    　

�
以
上
泳
げ
る
こ

25

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
人
数    
三
十
人

●
参
加
料    
無
料

●
受　

付    
六
月
十
二
日（
土
）か

ら
十
八
日 （
金
）ま
で
美
遊
に
て

直
接
受
付
し
ま
す
。
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
午
前
十
時

か
ら
午
後
八
時
三
十
分
）（
応
募

者
多
数
の
際
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
ま
た
教
室
時
間
に
つ
い
て

は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
）

松島町温水プール松島町温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ
水泳で体力アップ。丈夫な身体をつくりましょう。

幼児水泳教室は泳ぎの基礎を学んでいただく楽しい水泳教室です。

●実 施 日　7月１日（木）～９月２日（木）   毎週木曜日   １０回実施

●募集対象　年少（平成１７年度生まれ）の部　年長（平成１６年度生まれ）の部

●時　　間　年少の部　１４時１５分～１５時１５分　年長の部　１５時１５分～１６時１５分

●定　　員　それぞれ１５人　　●指 導 者　菅原雅代 氏  宍戸啓太 氏 

●参 加 料　１人 ２,000 円

●募　　集　6月１１日 （金） 午前９時より温水プール美遊で募集開始いたします。

６月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
  8 日 （火）午後   １時３０分～ 　12 日 （土）午後７時～

20日 （日）午前１０時３０分～　26日 （土）午後７時～

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。申請の

際は、３カ月以内に写した本人の写真（縦 3�×横２.５�）２枚をご持参ください。　

なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴と運

動のできる服装をご持参ください。　

6 月の休館日　７日 （月）、１４日 （月）、２１日 （月）、２８日 （月）

《 児童書の新刊 》

「ちいさなあなたへ」

 ピーター ･レイノルズ　絵

「はたらくくるま　まかせとけ」

 三浦　太郎　絵

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

田
中
雅
美
さ
ん
と
泳
ご
う

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集　

小
学
生
水
泳
教
室

《 お知らせ 》

本の返却は期限を守りましょう

●平日　10:00 ～ 18:00
●土日・祝日　10:00 ～ 16:00
●休刊日　月曜日、月曜日が祝
日の場合は翌日
●問合先　勤労青少年ホーム　
　�３５４－４０３６

▲シドニーオリンピック銅メダリ
ストの田中雅美さん

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
個

人
情
報
は
、
N
H
K
で
は
番
組

や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
問
合
先    
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー

　

�
３
５
4－

4
4
8
5
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公共事業再評価への意見募集

　県では、現在実施している公共事

業の中で、事業着手後、相当期間経

過している事業について、事業を継

続すべきかどうかの再評価を行って

おります。再評価に関する資料を公

表していますので、皆さんからのご

意見を募集します。

●資料　県のホームページ

　http://www.pref.miyagi.jp/seisaku/hyoka/

の他、県政情報センター（県庁地下

１階）、県政情報コーナー（大河原、

北部、東部、気仙沼の地方振興事

務所および栗原、登米の地域事務

所）で閲覧可能　※６月２日（水）

公表開始

●対象事業　一般県道小牛田松島線

初原道路改良事業

●期間　６月２日（水）～７月１日

（木）

●提出先　宮城県企画部政策課

●提出方法　郵送（〒９８０-８５７０住所

記載不要）、FAX　211-2493

　Ｅメール　seisakuiken@pref.miyagi.jp

●問合先　宮城県企画部政策課

　�２１１-２４０６

募　 　 集

　仙台国税局では、バイタリティー

あふれる税務職員を募集しています。

　国の財政を支える税務職員に、あ

なたもチャレンジしてみませんか。

●資格　平成元年４月２日から平成

５年４月１日生まれの人

●受付期間　６月２２日（火）～６月

　２９日（火）

●請求先　最寄の税務署、仙台国税局

　人事第二課又は人事院東北事務局

平成２２年度　国家公務員採用

Ⅲ種（税務）試験（高校卒業程度）

●問合先　人事院東北事務局

　�２２１-２０２２　又は仙台国税局人事

第二課　�２６３-１１１１（内線３２３６）

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり
支援班　�３５４-５８０９

多重債務問題、離
婚問題、相続問題
など弁護士が相談
に応じます。相談
は無料で秘密は守
ります。

町民勤労青少年ホーム
６月４日（金）
午前 １０ 時～
　　　午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６人権擁護について

町民勤労青少年ホーム

６月４日（金）
午前 １０ 時～
　　　午後５時
（受付は午後 4時まで）

７月６日（火）
午前 １０ 時～
　　　午後３時

人権なんでも相談

企画調整課街づくり支
援班　�３５４-５８０９行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
�３５４-５７０８

消費生活相談につ
いて

消費生活相談

塩釜市けやき教室
�３６４-５１４１

小中学生を対象に
した不登校に関す
る電話相談

塩釜市・多賀城
市・松島町・利
府町・七ヶ浜町
の小中学生及び
保護者

塩釜市けやき教室
平日
午前９時～
　　　午後３時

不登校電話相談

健康づくり（保健師・
栄養士）�３５５-０７０３健康に関する相談

町民
保健福祉センター
どんぐり

平日　
午前８時 ３０ 分
　　～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
�３５４-６８８8

育児・子どもの発
育・発達の不安に
関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
�３５４-６５２５

高齢者の介護・生
活等に関する相談

介護生活電話相談

塩釜保健所
�３６3-5505

障害者支援班
�３６５-３１５３

疾病対策班
�３６３-５５０４

こころに関しての
電話相談

町民塩釜保健所

７月 ２９ 日（木）
こころの相談
（予約制）

アルコールや薬物
依存についての電
話相談

７月 ２３ 日（金）
アルコール・薬物
相談（予約制）

ひきこもりや思春
期についての電話
相談

６月 ２４ 日（木）
ひきこもり・思春
期こころの相談
（予約制）

まつしまの相談窓口
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漏水調査のお知らせ

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

納税は口座振替で !

犬・猫引き取り日

　水道事業所では、今年も全町漏水

調査を実施します。調査は、水道事

業所から委託した下記業者の調査員

が各家庭のメータや止水栓から漏水

音等を調べる戸別訪問調査を行いま

すので、ご協力をお願いします。

　なお、「調査員」は町発行の身分証

明書を常時携帯し、腕章を着用して

漏水調査を実施します。

●戸別訪問調査期間　平成 ２２ 年６月

７日から平成 ２２ 年８月 ３１ 日の間

●漏水調査担当業者

　フジ地中情報株式会社　東北支店

　�０２２-３７２-６７４３

●問合先　水道事業所 上水道班

　�０２２-３５４-５７１１

●日時　毎月第２・第４木曜日

　（土日祝祭日は除く）

　６月１０日（木）、２４日（木）

　午前１０時～正午　

●場所　塩釜保健所　

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

お 知 ら せ

　町税は、便利で忘れない、しかも

安心な口座振替を利用しましょう。

●納期　６月３０日（水）

●町県民税　１期

●国民健康保険税　３期

●介護保険料　２期

●下水道受益者負担金　１期

●問合先

　課税について税務班　�３５４-５７０３

　納付について特別滞納整理室

　�３５４-５９１３

　介護保険料について健康長寿班

　�３５５-０６７７

　下水道受益者負担金について下水

道班　�３５４-５７１０

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（６月２日～７月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　６月１８日（金）

●問合先　役場町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

６月定例町議会

　６月１１日から６月定例議会が開

催される予定です。

　平成２２年度補正予算などが審議

される予定ですので、是非傍聴にお

越しください。

●問合先　議会事務局　�３５４-５７１２

危険物安全週間

　危険物安全週間が６月６日から６

月 １２ 日まで全国一斉に展開されます。

　危険物は事業所や工場等で使用さ

れるほか、一般家庭でも灯油や油性

塗料、スプレー製品など普段何気な

く使っているものの中にもたくさん

あります。

　危険物はひとたびその取扱いを誤

ると、火災や重大な事故につながる

ことを十分認識し、安全で正しい取

扱いや保管方法を心掛け、危険物に

よる事故を防ぎましょう。

平成２２年度

「危険物安全週間推進標語」

　危険物　事故は瞬間　無事故は習慣

●問合先　松島消防署　�３５４-４２２６

「子ども手当現況届」について

　子ども手当を受給している方は、

６月中に「現況届」を提出しなけれ

ばなりません。対象者には６月中旬

に通知します。

　子ども手当ての請求手続きをして

いない方は、９月末までにお済ませ

ください。

●問合先　町民福祉課福祉班

　�３５４-５７０６

６月は土砂災害防止月間です

� 368-5904多賀城市東田中 2-３０-1岩井歯科医院　6 月 6日（日）

� 767-5679利府町加瀬字石切場 1-1 
ヨークタウン利府野中内わかば歯科クリニック6月13日（日）

� 353-4092松島町磯崎字磯崎１０５-3西村歯科医院6月20日（日）

� 361-5810塩釜市海岸通１０-1　三晴ビル２階みや歯科クリニック6月27日（日）

� 361-3803塩釜市清水沢 1-３２-1清水沢いまいずみ歯科クリニック7 月 4日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

塩釜地区休日急患診療センター
日曜・休日・土曜準夜の急患診療のため塩釜地区二市三町で運営しています。

診療科目受付時間診　療　日

内科・小児科
　8：45 ～ 11：30

13：30 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）

内科

（15歳まで）
18：30 ～ 21：30

土曜日（休日に当たる日を除く）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）
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　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受

け取る老齢年金の額が減額されたり、受けられ

なくなったりすることがあります。また、もしも

のときの障害年金や遺族年金が受けられなくな

ることもあります。

　被保険者の年金を受ける権利を確保するため、

日本年金機構・年金事務所では納付期限が過ぎ

ても保険料の納付が確認できない場合に、「電

話」や「自宅への訪問」による納付のご案内を民

間業者に委託して行っています。

　ご案内は、休日や夜間にも行っておりますの

でご理解とご協力をお願いします。

◎松島町を所管する仙台東年金事務所の委託

　業者名

　　日立キャピタル債権回収株式会社

　委託業者に提供している個人情報は、納付の

案内を行う上で必要となる国民年金保険料の未

納者情報に限定しています。また、目的外使用や

閲覧、漏えい、複写複製等を禁じるなど厳格な安

全管理措置を講じています。

●問合先　ねんきんダイヤル　�０５７０-０５-１１６５

　火災が発生した時、目で煙や炎を見たり、鼻で焦げた臭いを

感じたり、耳でパチパチという音を聞いたり…と五感で気付く

ことがほとんどだと思います。しかしそれだけでは、就寝中や

仕切られた部屋で物事に集中している時などは気付くのが遅れ

てしまいます。そのような時、ご家庭内での火災の発生をいち

早くキャッチし、知らせてくれるのが住宅用火災警報器です。

　住宅用火災警報器は、平成２０年６月１日より、すべての住宅

に設置が義務付けられました。設置箇所は、①寝室②階段（２

階に寝室がある場合）③台所です。

　火災を起こさないことが一番ですが、まだ設置をしていない

ご家庭は万が一の時に備え早急に設置するようお願い致します。

　また、消防署では住宅用火災警報器や消火器の販売は行って

いません。悪質な訪問販売・点検業者には十分ご注意ください。

平成２２年度　塩釜地区統一防火標語

「火災ゼロ！　職場のみんなの　マニフェスト」

●問合先

　松島消防署　�３５４-４２２６

住宅用火災警報器の
設置義務について知っていますか？

国民年金保険料納付の
ご案内をしています

　本年１０月１日現在で、全国一斉に国勢調査を実施します。

　国勢調査は、日本に住んでいる全ての人を対象とする、国のもっとも基本的な調査です。

　調査結果は、福祉政策、生活環境整備、防災対策など、みんなが住みよいまちづくりの

ための基礎資料となります。

　９月下旬から国勢調査員が調査票の配布にお伺いしますので、ご記入をお願いします。

国勢調査のお知らせ

平成２２年度の松島町職員採用試験を次のとおり実施します。

1．試験区分、職種、採用予定人員及び職務内容

平成２２年度松島町職員採用試験（大学卒業程度）

職務内容採用予定人員職　種試験区分

町の政策、法務、まちづくり、福祉、産業

振興など幅広く行政事務に従事します。
若干名行　政

上　級

( 大学卒業程度 )

2．受験資格　●行政：昭和５０年４月２日以降に生まれた者

3．試　験　日　●第１次　７月２５日（日）　場所　仙台市戦災復興記念館　　●第２次　８月下旬頃

4．受験手続　所定の申込書に必要事項を記入の上（写真貼付）、役場総務課へ提出してください。実施要綱、申込書は

　　　　　　役場総務課で配布します。

５．受付期間　平成２２年６月１日（火）～６月２５日（金）郵送の場合は、６月２５日までに到着したものまで受け付けます。

　●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１　〒９８１-０２１５　松島町高城字町１０番地　

　※詳細はホームページでもご覧いただけます。　http://www.town.matsushima.miyagi.jp/
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＜麻しん・風しん（ＭＲ）、二種混合ワクチンについて＞
　麻しん・風しんワクチン（第２期・第３期・第４期）と二種混合ワクチンの無料券（予診票及び個人票）を４月

中旬に対象者の方へお送りしました。対象者の方は、お早めにお受けください。

シニアワークプログラム地域事業

技能・介護講習

雇用・就業応援講習受講者募集（受講料無料）

●開催期間　６月上旬～平成２３年１月下旬

●対象　県内に在住の主に６０歳代前半層の、在職中

でなく雇用・就業を希望される方

●講習科目

○訪問介護員２級養成研修 [２２日間 ]

○育児・保育従事者養成セミナー [１２日間 ]

○マンション管理業務技能講習 [１０日間 ]

○ビジネス実務技能講習 [１０日間 ]

　　シルバーだより

予防接種に関するお知らせ

接　種　期　間対　　象　　者種　類

６月末日まで

（無料券は３月末日まで使え

ますが、早めにお受けくださ

い）

小学校入学前年度に該当する方

（平成１６年４月２日～平成 17年４月 1日生まれ）
第２期

麻 
し 
ん 
風 
し 
ん

中学 1年生に相当する年齢の方

（平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれ） 
第３期

高校３年生に相当する年齢の方

（平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ）
第４期

平成２３年３月末日まで

（無料券は１３歳に達する前

日まで使えます）

１１歳～１２歳（標準接種年齢１１歳）

※無料券は小学校６年生（平成１０年４月２日～平成１１年

４月１日生まれ）に送付しています。

二種混合

＜日本脳炎ワクチンについて＞
　厚生労働省の勧告により、平成１７年６月１日付で接種を見合わせていました。そして、平成２１年６月から新し

いワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）の供給が開始されていますが、平成２２年４月から第１期の標準的な

接種期間に該当する方（下記参照）に対して積極的な勧奨を再開しました。３歳のお誕生日が来たら、お早めに接

種をお受けください。

接種回数積極的な勧奨の対象者

１～４週の間隔で２回日本脳炎　第１期初回　標準接種年齢３歳の方

●接種場所　指定医療機関（予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関に連絡してから受診してください。）

●持　ち　物　母子健康手帳、予診票及び個人票

　　　　　　※麻しん風しんワクチン第３期の対象で、保護者が同伴しない場合の予診票が必要な方は、下記までご

　　　　　　　連絡ください。

●そ　の　他　接種期間を過ぎると無料券を使えなくなりますので、料金が自己負担になります。

●問　合　先　保健福祉センター　保健師　�３５５-０７０３

○高齢者給食・配食サービス提供者養成セミナー [９日間 ]

○ハウスクリーニング技能講習 [８日間 ]

○オフィスクリーニング技能講習 [７日間 ]

○警備保障技能講習 [７日間 ]

○フォークリフト運転技能講習 [６日間 ]

○乙種第４類危険物取扱者試験講習 [６日間 ]

○緑地・庭園管理技能講習 [５日間 ]

○住宅総合メンテナンス技能講習　内装コース [５日間 ]

●問合先

（社）宮城県シルバー人材センター連合会　�７９７-８０３５

（社）松島町シルバー人材センター　　　　�３５３-４５０５

60 歳からの“やる気”を応援します
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塩釜高等学校同窓会のご案内

●日時　７月３日（土）　午後５時～

●場所　ホテルグランドパレス塩釜

●会費　3,000 円　当日受付します

●問合先　塩釜高等学校

　�３６２-１０１１

不登校に関するお知らせ

●対象　二市三町（塩竈市、多賀城市、

利府町、松島町、七ヶ浜町）の小・中

学校に通っている児童生徒

●日時　毎週月曜～金曜日

　午前９時～午後３時

●内容　不登校児童生徒の学習指

導・生活指導、相談（電話、来所等）

●場所　塩釜市けやき教室

●問合先　�３６４-５１４１

　入会、見学希望の方は、下記にて

実施していますのでテニスコートに

お越しください（荒天以外）

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康のののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集『健康の日』　参加者募集
薄着の季節に向けて、楽しく、シェイプアップしてみませんか？　

たくさんの参加をお待ちしています。

●日時　　６月１１日（金）　午前１０時～午前１１時３０分
●場所　　松島町温水プール（美遊）
●内容　　水中エアロビクス（水着と水泳帽をお持ちください。）
　　　　　　※泳げない方も大丈夫！ 気持ちよく水の中で体を動かします。

●参加費　５００円
●申込み・問合先　６月１０日（木）まで下記へお申込みください。
　　　　　　　　　町民福祉課健康長寿班健康づくり担当　�３５５-０７０３

　ふるさと松島を日本一と讃えてく

れた『おくの細道』を、声を出して読

んでいます。毎月 1 回　第 2 土曜日（午

前 10 時から正午まで）開講中です。

記念講演　特別名勝松島の遺産「縄

文貝塚と塩造り」

●日時　6月 12 日（土）午前 10 時 30 分

●場所　ホテル大観荘

●講師　奥松島縄文村歴史資料館

　副館長　菅原弘樹　氏

●昼食並びに懇親会参加費　2,000 円

●主催　おくの細道松島海道【郷土

史ボランティア】

●問合先・申込み

　事務局　赤間正彦　�３５４-３１４６

　　　　　土井勝子　�３５３-２１１７

『おくの細道』を学ぼう…

受講生募集・記念講演会

テニスサークル　会員募集

●日時　毎週土曜日　午後７時～午

後９時　毎週日曜日　午前１０時

～正午

●場所  松島運動公園テニスコート

●会費  年 5,000 円

マリンテニスクラブ 会員募集 ( 代表 真野 )

楽しい囲碁の会

　高校生から８０歳超の高齢者まで

の級位者から有段者までが、毎週、

囲碁を楽しんでいます。交流の輪が

広がり、ボケ防止

にもってこいの囲

碁を一緒に楽しみ

ませんか。

　初心者には指導

もいたします。

●日時　毎週土曜日　午前９時～午

後５時の都合の良い時間。第３土

曜日は大会形式、その他は自由対局

●場所　中央公民館　２階

●会費　入会金 1,000 円　通常碁会

100円（高校生以下無料）お茶、コー

ヒー、飴、冷暖房用意　本大会（年

４回）1,000 円　昼食、賞品用意

●問合先　松島囲碁愛好会事務局

　高橋　�３５４-２４７４

甲種防火管理「新規」講習会

●日時　７月７日（水）、８日（木）

　午前９時～午後４時

●場所　塩釜商工会議所　会議室

●受付期間　６月２１日（月）～６月

２５日（金）

●定員　８０ 人（定員になり次第締切）

●申込場所　塩釜地区消防事務組合

管内の消防署

●テキスト　受講の際はテキストが

必要です。受付時、塩釜地区防災安

全協会にて 3,500 円で販売します。

●問合先　塩釜地区消防事務組合消

防本部　�３６１-１６１６

松島硬式テニス愛好会 会員募集 ( 代表 小林 )

Aコース

●日時　毎週土曜日　午後２時～午

後５時

●場所　松島運動公園テニスコート

B コース

●日時　毎週火曜日　午前１０時３０

分～午後０時３０分

●場所  B&G 海洋センターテニス

コート　１月～３月は野蒜アネッ

クス有料屋内コートを使用

●会費　A・Bコースとも月 1,000 円

●日時　６月１８日（金）

　午前１０時～正午

●場所　塩釜市民活動センター

　２階会議室１

　（塩釜市社会福祉会）

●テーマ　障害特性に合わせた支援

●対象　保護者、教員、支援者、自

閉症に係わる全ての方

●参加費　会　員　2,500 円

　　　　　非会員　3,000 円

●問合先　Y's communications

　本郷　� 080-3190-9802

　E-mail  yoshiehongo@yahoo.co.jp

AASEM臨床心理士片瀬道先生と学ぶ

自閉症支援基礎研修公開講座
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健 康 ら ん ど
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
６月７日（月）、６月２１日（月）、７月５日（月）
母子健康手帳の交付　９：３０～１１：００
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�３５５－０７０３）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
６月１日（火）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H21.10月～11月生）
　　　　　　　　　　　　受付　９：３０～９：４５
６月１日（火）　１歳６ヵ月児健診（H20.10 月～ 11月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
６月４日（金）　３歳６ヵ月児健診（H18.11 月～ 12月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
７月２日（金）　３～４ヵ月児健診（H2２.2月８日～H2２.４月２日生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
７月７日（水）　２歳６ヵ月児歯科健診（H20.1 月～ 2月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
７月７日（水）　２歳児むし歯予防教室（H20.6 月～ 7月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１３：００～１３：１５

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
６月７日（月）、６月 １５ 日（火）どんぐり保健室　９：００ ～ １１：３０
６月 １０ 日（木）、６月 ２３ 日（水）どんぐり保健室　１３：３０ ～ １４：３０
　血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽
にご利用ください。

シルバー昼食会
６月３日（木）、１５日（火）　あったか～い（どんぐり１班）
６月４日（金）、１８日（金）　あったか～い（品井沼）

６月８日（火）、２２日（火）　あったか～い（どんぐり２班）
６月９日（水）、２３日（水）　あったか～い（公民館）
６月 １０ 日（木）、２４日（木）　あったか～い（健康館）
６月 ２９ 日（火）　　　　　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
６月 １１ 日（金）　健康の日　１０：００～１１：３０
６月 ２１ 日（月）　ノルディックウォーキング教室

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
　平日（１人３０分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　�３５５－０７０３（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
６月１１日（金）　ぱいんの会　１０：００～１３：００

塩釜保健所での各種相談（予約制）
HIV 抗体検査　　　　　６月２日（水）、６月 １６ 日（水）
骨髄バンク登録受付　　６月２日（水）、６月 １６ 日（水）　9：００ ～ １7：００
＊ HIV 抗体検査、骨髄バンク登録は電話予約により匿名で受け
付け、原則として無料です。
　検査・登録受付日の前日まで予約をお願いします。
　予約受付日・時間は平日９時から午後５時まで（祝祭日除く）
●申込み・問合先：
　　塩釜保健所　障害者支援班 �３６５－３１５３
　　塩釜保健所　疾病対策班 �３６３－５５０４
　　保健福祉センターどんぐり �３５５－０７０３（保健師）

≪心の健康づくり≫　③〈アルコールについて（その1）〉
　日常生活の中で様々なストレスを抱えながら生活している

方も多いと思いますが、みなさんは自分に合ったストレス解

消法がありますか？中には、パーっとお酒を飲んで解消して

いるという方もいらっしゃると思います。しかし、徐々に飲

酒量が増えたり、毎日飲んだりするようになると注意が必要

です。アルコールには依存性があるので、お酒を習慣的に飲

んでいる人は誰でも“アルコール依存症”になる可能性があ

ります。そこで、今回はアルコール依存症について知ってい

ただきたいと思います。

　●アルコール依存症とは？
　アルコール依存症とは、「家庭や仕事、自分の健康などより

飲酒をはるかに優先させる状態」です。飲酒する時間や量な

どをコントロールできなくなり、飲酒していないと離脱症状

（禁断症状）が起こるようになります。離脱症状は、手の震

え、多量の発汗、いらいらする、睡眠障害、吐き気、頻脈、

幻覚、幻聴などです。自分はまだ大丈夫だと思っていても、

気づかないうちにアルコール依存症が進んでいることもあり

ます。

アルコール依存の兆候チェック！

　いくつ当てはまりますか？

　当てはまる項目が多いほど、アルコールに依存してい

る可能性が高いといえます。

　□飲酒量が多い

　□飲むスピードが速い

　□つまみをほとんど食べない

　□二日酔いをよくしている

　□記憶がなくなる

　□酔い方がおかしくなった（目が据わる、怒る、暴力

的になるなど）

　□一人でよく飲む

※次回、適切な飲酒量やアルコール依存症の診断などについてご紹介します。

【問合先　町民福祉課健康長寿班　保健師　� 355 － 0703】
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農を通して子どもたちに「食」と「いのち」の大切さを学んでほしい
ＪＡ仙台松島支店 東めぐみさん

2010 6月号  No. 426

毎日が勉強の日々

　ＪＡ仙台松島支店に勤務する東めぐみさんは昨年の

４月から松島支店の金融共済業務課に配属されました。

「入社６年目ですが、農業については素人だったので

日々勉強の毎日です」と話す東さん。普段は窓口業務や

組織会計の庶務を担当していますが、今年の４月から

は町内の保育所などを訪問し食農教育を普及する活動

も行っています。

「食農教育」を継続的な取り組みに

　食農教育とは、「農」の体験を通じて「食」や「いの

ち」の大切さを考える取り組みです。松島支店では町内

の保育所を対象に「お米ができるまで」というテーマで、

バケツ稲を使い、お米ができる様子を見てもらう取り

組みを行っています。手作りの紙芝居やクイズなどを

取り入れたわかりやすい東さんの説明に、子どもたち

も真剣に聞き入っています。「松島町の子どもたちは元

気があり、話しを素直に聞いてくれてかわいい。担当

が代わっても、子どもたちが食農教育を学べるように

したいですね」と継続的な取り組みを目標にしています。

町民の皆さんの力になれるように
　ＪＡ仙台松島支店発行の手づくり情報紙「かわらば

ん」で管内のコンテストの優秀賞を受賞したこともある

東さん。手書きの記事が人気で、松島のめずらしい野

菜や料理レシピ、隠れた地域の魅力などを紹介し地域

振興を図っています。「ＪＡ仙台は、農業関係者だけで

なくどなたでも利用可能です。町民の皆さんの力にな

れるようにがんばりま

すので、お気軽にご利

用ください」と爽やかな

笑顔で話していました。

（Ｈ ２２ 年 5 月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,502 人（－20）　   人口 15,512 人（－28）
女 8,010 人（－    8）　   5,508 世帯（－12）
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▲ 茅葺き屋根が周辺の自然と調和して里山の原風景を残しています

（
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地
）

浅井元義スケッチシリーズ

▲保育所での食農教育の指導にあたる東さん

▲地域の情報が満載のかわらばん


